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2026年7月号

9月　 　　 へ準備着々
　アジア最大のスポーツの祭典、第20回アジア
競技大会がいよいよ9月19日から、パロマ瑞穂
スタジアムでの開会式を皮切りに県内各地で
始まる。45のアジア各国と地域から最大15000
人の選手役員が集い3週間、43種目で熱戦を
繰り広げる。10月には初の日本開催となる障害
者のオリンピック・アジアパラ大会も続く。国境や
障害を超えて友情を育み「IMAGINE ONE 
ASIA」（ここでひとつに）となれるよう、準備に
全力を挙げている。
　来年4月に改選期を迎える愛知県議会で
は、26議員で構成する第2会派「あいち民主
県議団」が富田昭雄県議（名東区、6期）を
団長に選出し、河合洋介幹事長（知多郡第1、

４期）、高橋正子副団長（一宮市、6期）、小木曽
史人総務会長（あま市及び海部郡、２期）、
島孝則政策調査会長（東海市、１期）という
新役員体制を確立。立憲民主党、国民民主
党、連合推薦無所属という立場をバランスよく
まとめて勢力の最大化を目指す。
　6月定例県議会（6月17日～7月2日）では、
自動運転高速バスの実用化事業、新がんセン
ターの整備、常滑市内に全国初となる美術品
等共同収蔵庫のほか、南海トラフ巨大地震に
備えた基幹的広域防災拠点（第2期）を小牧空
港隣接地（豊山町）に整備するなどの59億
8585万円の補正予算が成立。このほか条例
関係29件、意見書5本を採択した。

　

カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト（
I
R
と
略
）は
2
0
1
6

年
に
推
進
法
が
成
立
し
て
、日
本
初
の
I
R
が
大
阪
・
夢
洲
で

2
0
3
0
年
開
業
を
目
指
し
て
建
設
が
始
ま
っ
て
い
る
。国
は

次
な
る
I
R
建
設
の
候
補
地
申
請
を
、2
0
2
7
年
5
月
か
ら

受
け
付
け
る
と
発
表
。愛
知
県
は
こ
れ
へ
の
立
候
補
を
目
指
し
、

セ
ン
ト
レ
ア
の
東
側
県
有
地
50
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
の
I
R
事
業
に
つ

い
て
の
検
討
を
、7
年
ぶ
り
に
再
開
し
た
。県
に
よ
る
と
さ
っ
そ

く
15
の
民
間
事
業
者
か
ら
積
極
的
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、4
者

が
整
備・運
営
主
体
と
な
る
こ
と
に
前
向
き
だ
っ
た
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
が
、次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
事
業
参
加
表
明
を
7
月
末

ま
で
に
受
け
付
け
る
予
定
だ
っ
た
が
、6
月
中
旬
に
な
っ
て
突

然
、受
付
期
間
を
9
月
末
ま
で
延
長
す
る
と
発
表
し
た
。6
月

28
日
の
総
務
企
画
委
員
会
で
高
木
議
員
が
そ
の
延
期
理
由
を

尋
ね
る
と
、政
策
企
画
局
調
査
課
は「
事
業
者
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
た
め
」だ
と
い
う
。役
所
が
い
っ
た
ん
公
表
し
た
受
付
期

間
の
締
め
切
り
を
、応
募
者
の
要
望
で
2
か
月
も
延
長
す
る
な

ど
前
代
未
聞
だ
。

　

業
績
の
芳
し
く
な
い
大
規
模
展
示
場
・ア
イ
チ
ス
カ
イ
エ
キ
ス

ポ
を
含
む
空
港
島
で
の
I
R
事
業
に
、数
千
億
円
以
上
も
の
投

資
を
す
る
カ
ジ
ノ
事
業
者
が
本
当
に
現
れ
る
の
か
？
中
国
マ
カ

オ
の
カ
ジ
ノ
事
業
者
・ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
の
名
も
取
り

沙
汰
さ
れ
る
が
、一
切
は「
守
秘
義
務
」で
闇
の
中

だ
。ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
や
、マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ

な
ど
犯
罪
の
温
床
へ
の
リ
ス
ク
を
心
配
す
る
声
も

依
然
と
し
て
強
い
。カ
ジ
ノ
の
収
益
を
あ
て
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど「
モ
ノ
づ
く
り
王
国・愛
知
」は

落
ち
ぶ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

愛知の未来にカジノは不要

改
選
に
向
け
会
派
新
体
制

改
選
に
向
け
会
派
新
体
制

あ
い
ち
民
主

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
を
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
を

県
民
の
対
策
で
被
害
減
も

　戦後日本の平和主義の基本となってきた憲法9条や、非核3原則に対して、高市内閣は露骨に
見直し＝改悪の動きを強めています。高木ひろし友の会（石原堅一会長）では、こうした「平和」
と憲法の危機に抗議の声を上げるため、①唯一の戦争被爆国・日本政府に核兵器禁止条約の
署名・批准を求める署名と、②私たちは戦争につながる憲法改悪に反対します――憲法9条
改悪に反対するという、2つの国会請願署名運動へのご協力をお願いしています。

　1昨年の能登地震の際、輪島市の朝市で
起きた火災は電気製品からの発火が原因
だった。これを防ぐには感震ブレーカーの
設置が有効だが、まだ設置率は18％と
低い。名古屋市では「木造住宅密集地域」
（瑞穂区では御剣地区と大喜地区）の家庭
を対象に、無料で感震ブレーカーが設置で
きる補助制度を始めている。

お問い合わせ・お申し込みは
052-972-3523  名古屋市防災企画課

【感震ブレーカーとは】
　震度5以上の揺れを感じると自動的にブ
レーカーが落ちて電気を遮断する装置。地
震による電気器具からの発火を防止し、停
電後の電気が復旧した際に起きる発火事
故も防ぐ。簡易タイプ・コンセントタイプ
（ホームセンターで数千円から購入可能）か
ら分電盤に工事するタイプまである。

《署名用紙の集約・返送先》〒467-0047 名古屋市瑞穂区日向町4 -19 -1　高木ひろし友の会

　

愛
知
県
は
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
が
起
き
た
場
合
の
県
内
の
被

害
想
定
を
発
表
し
た
。愛
知
県
の

最
大
震
度
は
7
で
、死
者
が
2
万

7
千
人
に
の
ぼ
り
、内
訳
は
建
物

倒
壊
に
よ
る
1
万
2
千
人
、津
波

や
浸
水
に
よ
る
1
万
4
千
人
、地

震
火
災
1
3
0
0
人
、が
け
崩
れ

等
80
人
。
12
年
前
の
予
測
値
よ

り
、建
物
や
イ
ン
フ
ラ
の
耐
震
化
が

進
ん
だ
こ
と
で
、建
物
倒
壊
に
よ

る
死
者
が
2
0
0
0
人
減
っ
た

が
、地
盤
や
地
形
デ
ー
タ
の
見
直

し
で
液
状
化
エ
リ
ア
が
広
が
り
津

波
・
浸
水
被
害
に
よ
る
死
者
が
増

え
た
。ま
た
、地
震
直
後
の
早
期

避
難
に
よ
っ
て
、全
体
の
死
者
を

1
万
人
近
く
減
ら
せ
る
と
い
う
試

算
や
、
災
害
関
連
死
者
数
を

3
3
0
0
〜
8
4
0
0
人
と
す

る
想
定
を
初
め
て
ま
と
め
、住

民
の
高
齢
化
を
踏
ま
え
た
避
難

計
画
の
必
要
も
示
し
た
。　

　

県
の
防
災
危
機
管
理
課
で
は
、

住
民
が
身
近
で
で
き
る
対
策
と

し
て
、①
自
宅
の
耐
震
診
断・改
修

②
家
具
の
転
倒
・
落
下
防
止
対

策
③
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置

④
津
波
避
難
の
迅
速
化―

―

の

4
項
目
を
挙
げ
る
。こ
れ
ら
を
徹

底
す
れ
ば
、被
害
を
5
割
か
ら
8

割
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
。

震度分布

県内の平野部及び半島部において、広い範囲
にわたり震度6強以上となり、沿岸部を中心に
震度7の地域が広がっている。

6月3日に開かれた愛知県防災会議に提出されたこれらの被害予測と対策の説明資料は、
https://www.pref.aichi.jp/uploaded/attachment/618575.pdf
からダウンロードすることができる。

▶

付 け て い ま す か ?
感震ブレーカー
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（
6
月
15
日 

本
会
議
）

総
務
会
長

議
員

（
あ
ま
市
及
び
海
部
郡 

2
期
）

小
木
曽 

史
人

議
員

（
春
日
井
市 

4
期
）

日
比 

た
け
ま
さ

青
少
年
保
護
育
成
条
例
の
実
効
性

強
化
と
ス
タ
ン
ガ
ン
規
制

小
中
一
貫
教
育
の
現
状
と

効
果
を
確
認

慢
性
的
な
教
員
不
足
に
対
す
る

解
消
へ
の
取
組
は
？

質
問

質
問

あ
い
ち
民
主
県
議
団

あ
い
ち
民
主
県
議
団

代
表
質
問

代
表
質
問
か
ら

【
愛
知
県
6
月
定
例
議
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
】

【
愛
知
県
6
月
定
例
議
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
】
（
6
月
18
・
19
日 

本
会
議
）

あ
い
ち
民
主
県
議
団

あ
い
ち
民
主
県
議
団

一
般
質
問

一
般
質
問
か
ら

　
『
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現
』

『
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
危
機
管
理
』

『
愛
知
の
持
続
可
能
な
成
長
と
産
業
競
争

力
の
強
化
』の
３
テ
ー
マ
を
軸
に
13
項
目

に
わ
た
り
知
事
、教
育
長
、県
警
本
部
長
の

考
え
を
質
し
ま
し
た
。

　
　
　

県
は
、青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境

変
化
に
対
応
し
、適
時
条
例
改
正
や
告
示
に

よ
り
必
要
な
規
制
を
導
入
、近
年
は
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
有
害
情
報
対
策
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
起
因
の

自
画
撮
り
被
害
防
止
を
強
化
し
て
い
る
。ス

タ
ン
ガ
ン
に
つ
い
て
は
、今
年
4
月
の
名
古
屋

市
の
事
件
を
踏
ま
え
、有
害
が
ん
具
類
指
定

に
向
け
た
手
続
き
を
進
め
る
な
ど
、今
後
も

条
例
の
実
効
性
向
上
と
青
少
年
保
護
に
取

り
組
む
。

　

日
比
議
員
は
、今
後
増
加
が
見
込
ま

れ
る
小
中
一
貫
教
育
の
現
状
や
効
果
に
つ

い
て
質
問
。教
育
長
は
、本
県
に
は
一
人
の

校
長
、一つ
の
教
職
員
組
織
で
行
う
義
務

教
育
学
校
が
３
校
、そ
れ
ぞ
れ
校
長
、組

織
を
置
く
小
中
一
貫
型
校
が
３
校
あ
る
。

に
つ
い
て
も
県
の
対
応
を

尋
ね
ま
し
た
。

　
　
　

年
度
当
初
か
ら
産
休・育
休
取
得
を

見
込
ん
だ
正
規
教
員
配
置
を
進
め
、今
年
度

は
69
名
を
配
置
し
た
。年
度
途
中
の
休
業
等

知
事

教
育
長

　
　
　

県
は
、＃
7
1
1
9
の
効
果
検
証
の

た
め
、名
古
屋
市
の
協
力
を
得
て
利
用
者
追

跡
調
査
を
実
施
、相
談
理
由
と
し
て
は

「
1
1
9
番
通
報
の
判
断
に
迷
っ
た
」が
最
多

で
、助
言
に
よ
り
約
55
％
が
救
急
要
請
に
つ

な
が
る
一
方
、通
報
を
見
送
っ
た
約
65
％
は
救

急
車
を
利
用
せ
ず
受
診
し
た
。重
症
者
の
早

期
発
見
と
救
急
車
の
適
正
利
用
に一
定
の
効

果
が
あ
る
と
評
価
で
き
る
た
め
、全
県
導
入

に
向
け
県
内
消
防
本
部
や
関
係
機
関
と
検

討
を
進
め
る
。

知
事

へ
の
機
動
的
補
充
体
制
は
他
自
治
体
事
例
も

参
考
に
研
究
す
る
。加
え
て
、採
用
試
験
制
度

の
改
善
や
、育
児
を
理
由
に
退
職
し
た
教
員

経
験
者
が
復
帰
で
き
る
制
度
の
導
入
を
検

討
し
、働
き
方
改
革
や
教
員
志
願
者
の
拡
大

と
あ
わ
せ
、教
員
不
足
解
消
に
取
り
組
む
。

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業

＃
7
1
1
9
の
導
入
方
針
は
？

　
　
　

開
幕
ま
で
の
限
ら
れ
た
期
間
を
機

運
醸
成
の
総
仕
上
げ
と
位
置
付
け
、1
0
0

日
前
イ
ベ
ン
ト
や
テ
レ
ビ
C
M
、S
N
S
等
を

活
用
し
た
集
中
的
な
情
報
発
信
、団
体
観

知
事

ア
ジ
ア
・
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会

の
機
運
醸
成
と
レ
ガ
シ
ー
構
築

そ
の
他
の
質
問
項
目

　
　
　

新
規
学
卒
者
の
製
造
業
就
業
が
減

少
す
る
中
、愛
知
の
モ
ノ
づ
く
り
競
争
力
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、中
小
企
業
に
お
け
る

人
材
確
保
・
育
成
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ

る
。県
で
は
高
等
技
術
専
門
校
で
離
転
職
者

向
け
職
業
訓
練
を
実
施
し
、就
職
者
の
約
7

割
が
モ
ノ
づ
く
り
分
野
へ
転
職
し
て
い
る
。来

年
度
は
、現
在
年
2
回
の
入
校
時
期
を
年
6

回
へ
拡
充
し
、併
せ
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連

携
強
化
や
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
を
取
り
入
れ
た

訓
練
内
容
の
充
実
を
進
め
、若
年
離
転
職
者

の
円
滑
な
就
業
を
促
し
、中
小
企
業
を
支
え

る
人
材
基
盤
の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

・・・・・・・

知
事

モ
ノ
づ
く
り
産
業
を
支
え
る

中
小
企
業
の
人
材
確
保
と
育
成
に

つ
い
て

　
　
　

災
害
関
連
死
の
抑
制
に
向
け
、「
場

所
の
支
援
」か
ら「
人
の
支
援
」を
軸
に
避
難

生
活
全
体
を
通
じ
た
良
好
な
生
活
環
境
の

確
保
を
進
め
る
。市
町
村
へ
の
財
政
支
援
や

避
難
生
活
支
援
人
材
の
育
成
に
加
え
、昨
年

改
定
し
た
愛
知
県
避
難
生
活
支
援
マ
ニュ
ア

知
事

大
規
模
災
害
時
の「
災
害
関
連
死
」

を
防
ぐ
ソ
フ
ト
対
策

ル
に
基
づ
き
、居
住
空
間
や
食
事
の
質
な
ど
具

体
的
基
準
の
定
着
を
促
進
す
る
。今
年
度
は

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
、専
門
家
の
助
言
の
も

と
対
応
手
法
を
検
証・横
展
開
す
る
こ
と
で
、

県
全
域
へ
の
波
及
を
図
っ
て
い
く
。

戦
の
促
進
に
よ
り
観
戦
機
会
の
拡
大
を
図

る
。ま
た
、国
に
も
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
の
発
信

強
化
を
働
き
か
け
る
。加
え
て
、ア
ク
セ
シ

ブ
ル
な
競
技
環
境
整
備
や
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
、施
設
活
用
支
援
を
進
め
、大
会
成
果

を
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
持
続
的
な

レ
ガ
シ
ー
と
し
て
県
内
全
域
へ
定
着
さ
せ
て

い
く
。

愛知県議会ホームページ
https://www.pref.aichi.jp/gikai/

本会議の
録画視聴は
こちらから

質
問

質
問

質
問

質
問

子
ど
も・
若
者
の
意
見
を
施
策
に
反
映
す

る
取
組
の
推
進

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
整
備

自
転
車
の
青
切
符
制
度
導
入
後
の
課
題

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
地
帯
の
河
川

堤
防
や
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
機
能
確
保

A
i
c
h
i   

S
t
a
r
t
u
p
戦
略

及
び
革
新
事
業
創
造
戦
略
の
推
進

新
規
就
農
者
を
増
や
す
た
め
の

入
口
・
参
入
・
定
着
支
援

下
水
汚
泥
を
資
源
と
し
て

捉
え
た
肥
料
利
用
の
拡
大

効
果
と
し
て
、小
学
生
が
中
学
生
の
授
業

や
部
活
動
を
日
常
的
に
目
に
す
る
こ
と
で

進
学
に
伴
う
不
安
が
軽
減
さ
れ
、「
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
」の
解
消
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
、

中
学
生
は
学
校
行
事
や
当
番
活
動
を
小

学
生
と
一
緒
に
行
う
こ
と
で
、思
い
や
り
の

心
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
育
成
さ
れ
る
こ

と
、さ
ら
に
、９
年
間
を
見
通
し
た
教
育

目
標
の
下
、小
・
中
学
校
教
員
が
相
互
乗

入
指
導
を
行
い
指
導
力
が
高
ま
る
と
と

も
に
、教
員
か
ら
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

た
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
、児
童
生
徒
の

学
力
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
答
弁
し
た
。

議
員

（
港
区 

3
期
）

安
井  

伸
治

阿
部  

洋
祐

議
員

（
緑
区 

2
期
）

松
本 

ま
も
る

自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の

加
入
促
進
に
つ
い
て

　

自
転
車
利
用
者
の
損
害
賠
償
責
任

保
険
の
重
要
性
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。

歩
行
者
と
の
事
故
で
数
千
万
円
の
賠
償

命
令
が
出
た
事
例
も
あ
り
、大
村
秀
章

知
事
は「
賠
償
責
任
に
備
え
、被
害
者

救
済
の
観
点
か
ら
も
保
険
加
入
が
必

要
」と
答
弁
し
た
。安
井
伸
治
議
員
は
、

16
歳
以
上
の
交
通
違
反
者
に
反
則
金
を

科
す
制
度
が
導
入
さ
れ
、ル
ー
ル
順
守
へ

の
意
識
が
高
ま
る
今
こ
そ
保
険
加
入
を

促
す
好
機
だ
と
指
摘
。県
は
2
0
2
1

年
施
行
の
条
例
で
加
入
を
義
務
付
け
て

お
り
、「
B
O
Y
S 

A
N
D 

M
E
N
」

を
起
用
し
た
ポ
ス
タ
ー
配
布
や
高
校
訪

問
な
ど
を
通
じ
て
啓
発
を
進
め
る
方
針

を
示
し
た
。ま
た
、2
0
2
5
年
の
県
内

に
お
け
る
自
転
車
と
歩
行
者
、自
転
車

同
士
の
事
故
は
3
2
7
件
で
前
年
よ
り

36
件
増
加
し
て
い
る
。

大
規
模
イ
ベ
ン
ト
を
活
用
・
連
携

し
た
観
光
P
R
に
つ
い
て

　

県
営
大
高
緑
地
な
ど
で
開
催
さ
れ
る

民
間
野
外
音
楽
イ
ベ
ン
ト
の
更
な
る
賑
わ

い
づ
く
り
に
、開
催
時
に
、行
政
側
も
側

面
か
ら
も
あ
ら
ゆ
る
形
で
支
援
し
、イ
ベ

ン
ト
来
場
者
以
外
に
も
ト
イ
レ
の
一
時
的

な
増
設
な
ど
、公
平
に
対
応
出
来
る
仕
組

み
作
り
が
必
要
で
は
な
い
か
と
質
問
に
対

し
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
局
か
ら
は
、民
間

主
導
の
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
は
、後
援
名

義
の
承
認
な
ど
で
支
援
し
、賑
わ
い
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
の
回
答
を
得

た
、ま
た「
多
様
な
食
習
慣
を
持
つ
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
対
応
に
つ
い
て
」に
関
し
て
は
、

ハ
ラ
ー
ル・ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
な
ど
に
対
応
出

来
る
よ
う
、空
港
・ホ
テ
ル・
観
光
案
内
所

等
に
ツ
ー
リ
ス
ト
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、多
様

な
食
習
慣
を
持
つ
方
々
に
配
慮
し
た

対
応
し
た
い
と
の
回
答
を
得
た
。

議
員

（
豊
田
市 

1
期
）

ぴ
か
っ
と
わ
た
る
く
ん
の

県
道
設
置
に
向
け
て

　

豊
田
市
が
先
進
的
に
設
置
を
進
め
る

押
し
ボ
タ
ン
式
横
断
者
明
示
標
識「
ぴ

か
っ
と
わ
た
る
く
ん
」に
つ
い
て
質
問
し
、

車
両
停
止
率
の
向
上
効
果
や
、信
号
機

と
比
べ
て
低
コ
ス
ト
で
設
置
・
維
持
管
理

が
で
き
る
利
点
を
踏
ま
え
、県
管
理
道

路
へ
の
導
入
を
提
案
。県
建
設
局
か
ら

「
県
管
理
道
路
内
で
試
行
的
に
設
置
す

る
な
ど
効
果
を
検
証
し
、地
元
市
町
村

と
も
設
置
に
つ
い
て
協
議
す
る
」と
の
前

向
き
な
答
弁
を
引
き
出
し
た
。そ
の
他
、

部
活
動
の
地
域
展
開
が
進
む
中
で
の
、

生
徒
の
移
動
時
に
お
け
る
安
全
管
理
の

あ
り
方
や
運
営
主
体
と
な
る
地
域
ク
ラ

ブ
へ
の
実
効
性
あ
る
適
切
な
支
援
、中
東

情
勢
を
受
け
た
潤
滑
油
等
の
安
定
供
給

確
保
に
向
け
た
国
と
の
連
携
や
、事
業

者
へ
の
具
体
的
な
支
援
に
つ
い
て
、県
当

局
を
質
し
た
。
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